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特徴 として、蒐集品 自体で はな く蒐集品の オーラや雰囲気が重視 されてい る
と指 摘す る(Brown147-49)。:.によれ ば、 物の精神 に魅力 を見 出す世
紀 転換期 の 芸術思想 がSPに も表 れて いる(Brownl48)。しか し、SPに 影
響 を与 えて いるのは、芸術思想だ けな ので あろ うか。
ポイ ン トン邸 の或 る逸 品に、FledaVetchとMrs.Gerethは特 に執 着す る。
Fledaは、 引越 し先の家 に家財道具を移 したMrs.Gerethに向か って 「マル タ
の十字 架 まで も」(SP49)と言 う。Fledaがその よ うに言 うと、Mrs.Gereth
は、「マル タの十字架 まで もです って?」(49)と答 え、 さらに 「私がそれを
犠牲 に した だろ うなんて思 わないで」(50)と付 言す る。 「マル タの十字架」
とは、Mrs.Gerethが亡 夫 とと もに蒐集 した骨董 品の傑作 であ り、夫人 がお
気 に入 りの骨董 品に恣意的に付 けた名称 に過 ぎない。 この 「マル タの十字架」
が ポイ ン トン邸の 「蒐集品中 の逸 品」(SP179)でなければな らない理 由は、
従来 のSPの 研究 にお いて見 落 と されて きた。 また、 「ユ ダヤ人 とい う悪魔
(「'thedemonsofJews")に囲 まれて奮闘 しなが ら骨董 品 を集めて いた」(8)
とい うGereth夫妻 の熱意 を知 り感 動す るFledaの心情 について も注 目されて
こなか った。 「ユ ダヤ人 という悪魔 に囲まれて奮闘」す るという労苦 の末 に
骨 董品 を集 め たGereth夫妻 が 「十 字架」 に最大 の執着 を抱 くの はなぜ なの
か。 本論で は、 反ユ ダヤ主義 に表 象 され る異人種 か らの侵略 に対 す る恐怖 が
SPを底流 において支配 して いるということを論証す る。
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リーの賃金を求めて 日に14時間働 くことが彼 ら自身 とその競争相手 として
のイギ リス人労働者 とにとっての必然的な帰結である」(White419)。イギ





Her [Mrs. Gereth's] fanaticism gave her a new distinction, and Fleda re-
marked almost with awe that she had never carried herself so well. She 
trod the place [Poynton] like a reigning queen or a proud usurper; full as 
it was of splendid pieces it could show in these days no ornament so ef-
fective as its menaced mistress.  (SP  30-31)
物を蒐集す ることに人生 を捧 げるMrs.Gerethの姿が、Fledaの目には威風堂 々
と歩 く女 王の ように見 えてい る。Fledaにと っては、Mrs.Gerethの蒐集行為
は物欲で はな く畏怖すべ き権力 を表 わ しているように思われ る。 この畏怖す
べ き権力がMrs.Gerethの「新 しい特異性」 である。「統治 して いる女王」や
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「誇 り高 き簒奪者 」 に譬え られては いて も、Mrs.Gerethの堂 々 と した歩 み
は虚勢 であ る。 「脅か され た女主人」 という表現 は屋敷 をMonaに明 け渡 さ
なければな らないとい うMrs.Gerethの不安 だ けで な く、異族 と してのMona
を排 除 しな ければ な らな いとい う焦 りを も暗示 して いる。Mrs.Gerethの虚
勢 は、排外主 義的態度 なので ある。
異民族 の陰謀や攻撃 とい う噂 は、イギ リスを も恐怖 に陥れ た。 ユダヤ人が
世界征服 を画策 して いる とい う噂 は、次々 と独立 を訴え る植民地 に対す るイ
ギ リス排外主 義者 の怒 りを煽 った(コ ー ン 『ユ ダヤ人世界 征服 プロ トコル』
182)。この よ うに して、政治上 の不満や不安 が異民族 と して のユ ダヤ人 に向
け られ た。 そのよ うな排外的 なナ ショナ リズ ムは、 「ヨーロ ッパ に根 強 く存
在 しっ づけ て きた反 ユ ダヤ主義や、19世紀末 か ら一定 の力 を発揮 しだ して
い た優生学的 な議論 と も、容易 に結 び合 うことにな った」(福井288二89)。
Mrs.Gerethがポ イ ン トン邸 に対 して抱 く愛着心 は、劣 った ものに対 す る
蔑視 を伴 う。Mrs.Gerethの息子Owenの婚約者Monaは、劣性を刻印 されて
いる。Monaは、 ポイ ン トン邸 を相続す るの に相応 しくない と決め付 け られ
るのだ。
Nothing so perverse could have been expected to happen as that the heir 
to the loveliest hing [Poynton] in England should be inspired to hand it 
over to a girl so exceptionally tainted. Mrs. Gereth spoke of poor Mona's 
taint as if to mention it were almost a violation of  decency.... (SP 10)
このパ ッセー ジは、優 劣 とい う差異 か ら成立 してい る。 優性 はポイ ン トン邸
あ るいはMrs.Gerethであ り、劣性 はMonaであ る。 ここで注意 したいの は、
ポイ ン トン邸 あ るいはMrs.GerethとMonaとが それ ぞれ優劣 の隠喩 と見 な
されて いるとい うことだ。 ポイ ントン邸 は 「イ ギ リスで最 も美 しい もの」 で
あるが、Monaは 「品位 を汚す」害毒で ある。 この過激で極端 な分類 に照 ら
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して も、 ポイ ン トン邸 は、単 な る家 ではな く、気高 い精神性 の表象で あ るこ
とが分 か る。ThomasJ.Oftenは、 ポイ ン トン邸 の美 しさを汚す恐れ の あ る
害毒 を次 の よ うに説 明す る。Oftenによれ ば、蒐集 品の よ うな物 に触 れ る と
い う行為 によ って物へ の感情移入が大衆化 され るとい う不安、あ るい は文化
の領 域 の 中 に侵 入 す る粗 野 な 階級 の 出現 へ の不 安 がSPを 支 配 して い る
(Often279,283)。優 生学者FrancisGaltonが指 紋か ら階級 を特定 した こ と
に言 及 しっつ、Oftenは、外 国人犯罪 や相続 問題 で苦 しんでいた19世 紀末 に
お いて登場 した指紋鑑定 が階級 の分化.粗 野 な階級 の出現 の防止 に
も転 用 された と指摘す る(Often282)。っま り、審美主義者 たち にと って、
社会 は、 彼 らのアイデ ンティティを刻 印す るた めにのみ存在 しているので あ
る。 そのよ うな社会的文脈 に照 らせば、Mrs.GerethがMonaを毛嫌 いす るの
も無理 はない。
ll.異族の発明
Galtonの指紋鑑定法 は、 目に見 えない敵 を可視化 した。言 い換 えれ ば、 い
かに社 会が危 険であ るか を実証 したので ある。 しか し、 その際、Galtonは、
図 らず も自身 の考 え方 の危険性 を も実証 した。富 山太佳夫 によれば、Galton
は、肉体的 な特質 も精神 的な特質 も両方 とも遺伝 し、 肉体的、精神的 に優 れ
た家 系が優 れ た子 孫を産 む と考 えたか らだ(富 山205)。Galtonのそ よ う
な主張 において重視 されたのが、統計数値 であ った とい うことに注 目 しよ う
(富山205)。統計数値 という指標が、劣性 を排除す るために作 り出 されてい っ
た。
Mrs.Gerethにと って、 ポイ ン トン邸 は、危険 な血 統 を判別 す る指標 と し
ての役割 を も果 たす。Brigstock家の知性 は、 ポイ ン トン邸 を どの よ うに見
るか によって決定 される。
There was a  fine consistency, a sincerity quite affecting, in her [Mrs.
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Gereth's] arguing that the better the place [Poynton] should happen to look, 
the better it should express the conceptions to which it owed its origin, the 
less it would speak to an intelligence so primitive. How could a Brigstock 
possibly understand what it was all about? How, really, could a Brigstock 
logically do anything but hate it?  (SP 15)
Brigstock家の人 の知性 は低 いとい うMrs.Gerethの信念 に よれ ば、Brigstock
家 はポイ ン トン邸 の意 味を理解 す ることはで きない。"origin"とい う言葉 が
示す よ うに、 この屋敷 には伝統 があ る。 その伝統 は、 建造 物 と しての歴 史的
価値 だけでな く、亡夫 とと もに長年 に渡 って行な っていた蒐集 活動 の歴 史を
も表 している。Gereth夫妻の蒐集活動 はポイ ン トン邸を美の殿堂 に変 えて いっ
たので あるか ら、Mrs.Gerethは審美 眼に欠 けるBrigstock家を ポイ ン トン邸
の住 人 と して は不適 であ ると考 え るのだ。Mrs.GerethはBrigstock家を美意
識 の点 で退化 した種族 と見 な してい るのであ る。彼女 の この蔑視において特
異 であ るの は、美意識 の優劣が種族 の進化 と退化 に重 ね合 わ されてい るとい
うことだ。一 方で美意識 に欠 ける者 は進化の過程で美 の価 値を理解 す る能力
を失 った種族 の一員で あり、他 方、美意 識 に富む者 は美の価値を見抜 く能力
を発達 させて きた とい う点 で進化 におけ る勝 利者 であ る。"anintelligenceso
primitive"とい う表現が示唆 するよ うに、美 意識 を失 った者 は進化 の敗者 と
見な され るのである。
美意識 と進化論 とを結 び付 けて い るMrs.Gerethにとって、 ポイ ン トン邸
の美 は、 人種 の純血 と同一 であ る。 それゆえ、彼女 は、Fledaがポイ ン トン
邸 を相続 す るOwenの結婚相手 と して望 ま しい と思 うのであ る。Fledaの血
統 は、Mrs.Gerethのそれ と一致 してい る。
She [Fleda] was in her small way a spirit of the same family as Mrs 
Gereth. On that flushed and huddled Sunday a great matter occurred; her
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little life became aware of a singular quickening. Her meagre past fell 
away from her like a garment of the wrong fashion, and as she came up 
to town on the Monday what she stared at from the train in the suburban 
fields was a future full of the things she particularly loved.  (SP 6)
人生 に対す るFledaの目覚め を引 き起 こ しているのは、Mrs。Gerethの血統 で
ある。Fledaの心臓 の鼓動 を早め る程 にMrs.Gerethの血統 はFledaを共感 さ
せ る。Fledaの「無味乾燥 な過去」 とは、Mrs.Gerethと出会 う以前 の美的感
覚が眠 っていた時代を表わ して いて、Mrs.Gerethとの出会 いによって、Fleda
の新 たな生 が始 まる。 同一 の型の血液 を輸血 されたか のよ うに、Fledaは、
新 たな生 に対 して激 し く興 奮 して いる。 彼女のその興奮 は、走行 す る列車の
よ うに力強 い。彼女 の人生 の目標 は、ポイ ン トン邸の骨董品、言い換 えれば、
Mrs.Gerethの血統 を守 るとい うことである。
Fledaがポ イ ン トン邸 の骨董 品 を守 りた いと い う気持 ち は、 彼女 がMrs.
Gerethの女王 としての立場 を継承 した いとい うことを意 味 して い る。Fleda
は、Owenと結婚す る とい う野心 を秘 めている し(6)、Mrs.Gerethの願望 と
して は、FledaにOwenと結 婚 して もらいたいので あ る(142-43)。Owenが
Fledaと結婚 す る決心 を固 あたと誤解 したMrs,Gerethは、骨董品 の全 てをポ
イ ン トン邸 に返 送す るが 、興 味深 いの はMrs.Gerethの「骨 董 品 はあな た
「[
Fleda]のもの よ」(145)とい う言葉 であ る。 その言葉 か らも、Mrs.Gereth
がFledaを受 け入れて いるとい うことが分か る。
Monaではな くFledaがMrs.Gerethと同 じ種族 に属 しているという設定 は、
種族差別 とい う問題 を提起 す る。Monaとは、一 体何 者なのか。Monaは、次
のよ うに紹介 され る"She[Mona]belongedtothetypeinwhichspeechis
anunaidedemissionofsound,inwhichthesecretofbeingisimpenetrablyand
incorruptiblykept"(5)。Monaは、 このよ うに特徴 を与 え られて いる。 優生
学 が人種 の劣 性 を統計数値 に基づ いて導 き出 したよ うに、Monaも言 葉や話
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し方 の点 で劣 性 の刻印 を押 されて い る。彼女 の言 葉 は、奇 妙 なのだ。"un-
aided"は、 「表情 も仕草 も伴 わない」 とい う意味で使 われて い るが、 そのよ
うに言葉 の異 常性 が意 味 あ りげに強調 されて いる。 「音 の放 出」 に過 ぎない
Monaの言葉 は、他者 か らは見通 せない 「存在 の秘 密」 を持 って いる。彼女
は、言葉の点 において、異質 性を与え られているのだ。
それで は、 当然 のよ うにMonaに異質性 の刻 印を押 しているのは、誰 なの
か。 この疑問 を解決す る糸 口は、世紀転換期 の人種 差別の考 察 にあ るよ うに
思、われる。
移民 の流入 によって社会 の対応が苦慮 されていた世紀転換期 において、ユ
ダヤ移民 の特 定が クローズ アップ された。 サ ンダー ・L・ギルマ ンによれば、
訛 りのあ る言 語 は、ユ ダヤ人 の言語 と見 なされた(26-65)。また、 ユ ダヤ移
民 が英語、 ドイッ語、 フラ ンス語 を訛 りなしで話す よ うになると、反ユ ダヤ
主 義の文献 は、 ユダヤ人 に特有 の病や罪 を列挙 した リス トを盛 り込み、是が
非で もユ ダヤ人を特定 す るための指標 を作 ろ うとした(ギ ルマ ン57)。1907
年 にアメ リカ に帰 国 したヘ ンリー ・ジェイム ズに と って は、 「ユ ダヤ人 の都
市(ニ ュー ヨーク)は 英語 の死 の床 で あ り、 『イ ース ト ・サ イ ドの カフェ』
は 『生 きた言 葉の拷問室』 にな りはてて いた」(ギ ルマ ン56)。反 ユ ダヤ主
義者、 ア ドル フ ・ヒ トラー もユ ダヤ人 の言語 に秘 め られた差異 に敏感で あっ
た。 ヒ トラーは、 「ユ ダヤ人 が じっ は 『申 し分 のな い』 ドイ ッ語を話 してい
る場合 にさえ も」(ギ ルマ ン57)、ユダヤ人 の言語 の異 常 性 を感 じて いた
(ギルマ ン57)。
言語面 でのその ような反 ユ ダヤ主義の特徴 の一 っは、 ユ ダヤ人 として特定
され に くい人 物 さえ もユ ダヤ人 と見 なされた とい うことだ。ColinHolmes
によれば、 「世紀転換 期の社会環境 の中で は、 異族 はユ ダヤ人 として広義 に
解釈 され、暗示的 に鹽せ よ明示的 にせ よ、異族 とユ ダヤ人 とはあたか も類 義語
で あ るか のよ うに議論 された」(Holmes349)。す なわ ち、 主義、 主張、文
化性 が異 な った、 あるいは劣 っていると思い込 まれ た種族 は、 ユダヤ人 と見
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な され たの であ る。 前述 のよ うに、Monaもまた異族 と見 な された者 の一人
であるが、彼女 の 「音 の放 出」 に過 ぎない言葉 は、馴染 みのない言 葉を暗示
している。 また、 その言葉 が保持 してい る 「存在 の秘密」 は、 ユダヤ人 に代
表 され る異族 と しての存在を暗示 して いる。「ブ リッグス トック家 の異常 な
性質」(SP3)は、「根 源的、 組織的 な醜 悪」(SP3)であ り、 「審美 原理 が非
常 に欠落 して」(SP3)いる。Monaもまた、「根源的、組織 的 な醜悪」 を受
け継 いで いるのである。
「審美原理」 を愛す るMrs.GerethもFledaも共 に、前記 のよ うに、 「マル
タの十字 架」 に強 く魅 せ られ ていた。Fledaは、Owenか ら 「マル タの十字
架」 を受 け取 るよ うに言 われ る(SPl79)ことにな るが、 この こ とか ら も
「審美原理 」 を愛 す る者 に聖性が与 え られて いることが分 か る。 た だ し、 こ
の聖性 は、曲者で ある。Fledaは、内心で は、彼女の 「指示 に感謝す る人物」
(SP6)、っ ま り 「悪気 な く愚鈍 な」(SP6)人物 が夫 と して望 ま しいと考 え
るか らだ。 また、Mrs.Gerethは、 「十字架」 とい う骨董品 を大切 には するが、
敬虔 で はな い。Mrs.Gerethは、「Monaが殺 され るとす れば、 もち ろん私 は
嬉 しか った」(SP143)と告 白 して いるか らだ。「十字架」 は、皮肉 にも、異
族嫌悪 とい う悪 の情念 を抱 くFledaとMrs.Gerethに授 け られている。
異族排除 は、世紀転換期 において も聖戦 の名 の下 に行 なわれ た。 レデ ンプ
トール会修 道士、Creagh神父 は、 「経 済上 の敵対心を、脅 しの意味 を持 っ反
ユ ダヤ主 義 的十字軍 に変 え る ことがで きた」(Holmes343)。1904年か ら始
まった彼 の説教 によって、「血 によ る非難が聴衆 の心 に印象付 け られ もした」
(Holmes343)。彼 の説 教の効果 は、ユ ダヤ人 に対 す る暴 力やユ ダヤ人商 店の
品物 の非買運動 となって現れ た(Holmes344)。
lll.ナチズ厶の予兆
FledaとMrs.Gerethとを魅了す る 「マルタの十字架」 は、魔 の シンボルと
して、極度 に暴力的な十字 軍の台頭を予告 してい る。 その十字軍 とは、 ナチ
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スである。ナ チスによるユダヤ人大量虐殺計 画の萌芽 は、全世界を武力 によっ
て支配 す る十 字軍 の設 立を提唱 した16世 紀 ドイ ッの誇大 妄想的千年王 国論
者 の思想 の 中 に既 に現 れて いた(コ ー ン 『千年 王国 の追 求』116-23)。ナチ
スの親衛隊 は、 「十 字軍 がや ったよ うに敵[ユダヤ人]に対 する聖 戦 に力 を出
すよ うに扇動 された」(ス クラー207)。興味深 い ことに、実際、 ナチスの宣
伝大 臣 ヨー ゼ フ ・ゲ ッベル スも、 ナチ ス政権 樹立 を十字 軍 の結成 に喩 える
「数百 万 の国民が ヒッ トラーと彼 の理念 とに全身 を捧 げた時 のあのた
ぎるや うな情 熱 と亢奮 のなかか ら、 これが神 の御意志 なのだ!と いふ 、か
って十字軍 の 時代 に ドイッを奮起せ しめ た叫 びが 聞こえて くるや うに思 はれ
た」(ゲ ッベ ルス11)。無粋 な話 し方 や種族 的堕落 のよ うな負の烙 印が異常
者 と してのMonaに押 されてい るとい うことを先 に確認 しておい たが、 それ
らの負 の烙 印 は、暗示 的 にナチ ズムの隠喩 を表 わ し、 ヒ トラーのユ ダヤ人観
と共振す る。 ヒ トラー によれば、た とえユ ダヤ人 たちがどんな言語 を話 して
も、彼 らは 「ただ 自分 の民族性の本質を享楽 して生 きている」(ヒ トラー[上]
400)、っ ま り 「か れ らの性格 の特徴 は同一で あ りつづ ける」(ヒ トラー[上]
406)。「マル タの十字架」 はポイ ントン邸の至宝 であるか ら、 「ユ ダヤ人 とい
う悪魔」(3P8)とGereth夫妻 との獲得 競争 は苛烈を極めた はずであ り、「十
字架 」 を手 に入 れ るまで の争奪 戦 において も獲 得 した後 において もGereth
夫妻 に とってユ ダヤ人 が 「悪魔」 のよ うに憎 い敵 であ った ことは疑 いない。
Gereth夫妻 は 「ヨー ロッパ のあちこちでユ ダヤ人 とい う悪魔 に囲 まれ て奮
闘 していた」(..)が 、 この 「奮闘」 は人種主義 としての性格 を も帯 びてい
る。DonaldJ.Childsは、世紀転換期 イギ リスの優生学が ナチスの民族衛生
学 に酷似 して いると指摘 し、Galtonに共感 したGeorgeBemardShawの過激
な意 見を引用 す る一一一 「もし或 るタイプ(type)の文 明 と文化 を望む な らば、
適合 しない種 類の人々 は皆殺 しにしな ければな らない」(qtd.inChilds9)。
Shawも使 った 「タイプ」 という語 に こだ わ って みよ う。優性 か劣性 か、
適合 か不適 合か。 これが、優生学 にお ける 「タイプ」 の分類 で ある。Mona
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にセ ンスが 欠 けてい るので、Mrs.Gerethは彼 女 を嫌 う。 他方 、Mrs.Gereth
がFledaを気 に入 ったの は 「Fledaが並外 れたセ ンス(諏 ∫r)を持 って いたか
ら」(3P8)であ る。 それゆえ、Mrs.Gerethの人物選別 は、極 めて主観 的 な
好 みに基づ いている。 この選別 は、劣性 の排除 を学問 の名の下 に正 当イ匕しよ
う とす る優生学 と大差 ない。
種族混 合 の恐怖 は、MSS.Gerethの生存 圏へ の異様 なオ ブセ ッシ ョンと し
て も現れて いる。長年、彼女 は、見事 な コレクシ ョンに囲 まれた 「楽 園」(SP
7)生活 を送 って きた。彼女 に とって、 ポイ ン トン邸か ら離れ ることは、 「楽
園」か ら追放 され る ことに等 しい。 「楽園」か ら追放 された者 が最初 に感 じ
るのは、外界 への途方 もない恐怖 であ る。Mrs.Gerethは、 「家[ポ イ ン トン
邸]を 出る と必ず 曝 され ることの危 険を感 じた」(SP7)。ポイ ン トン邸 は、
その意 味で一 種の要塞 であ る。生存 圏を外部 か ら脅 かす堕落へ の恐怖 が、 そ
の ような幻 想を生 んで いる。Mrs.Gerethにとって、 その堕落 の最 た る もの
は、異族 と してのMonaである。
Mrs.Gerethは、異族 と してのMonaを 「決 して受 け入れ ることがで きない」
(SP4)。MonaがOwenと結婚 する ことは、醜悪 なセ ンスを持つMonaによ っ
てGereth家のセ ンスが汚 染 され る人種 混合 と見 な し得 る。 彼 らの結 婚 は、
丿
人種混合 の脅威 を秘 あて いるのだ。 「恐 ろ しく不 快な ものの存在 によ って不
幸 に され る傾 向」(SP3)があ り、 「洗練 された ものへ の情熱 」(SP3)を持
っMrs.Gerethにと って恐 ろ しいのは、「ウォー ターバ ス[Monaの実家 の所
在地]の 本質 的な醜 さ」(SP3)であ り、「ブ リッグス トック家の異 常な性質」
(SP3)であ る。
前述 のよ うに、Mrs,Gerethを恐 れ させ た もの は、 セ ンスの欠 如 に示 され
るBrigstock家の 「根源 的、組織 的 な醜 悪」 であ った。Mrs.GerethはMona
か ら大切 な蒐集 品を守 るため に蒐集 品 を移動 させ るが、Mrs.Gerethのこ
「ポイ ン トン邸略奪」(SP52)は「軍事行動 の最 初の交戦で あ」 る(SP52)。
「作 戦 的 に行 動 し、 陣地 を整 え、 それ か らっ いに突進 した!」(SP50)や
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「全て を考 え 抜 いて、何 も偶 然任 せ に しなか ったか ら成功 した」(SP50)と
い う彼女 の勝 ち誇 った言葉 は、 軍事行動指揮 官 と しての言葉 であ る。Mona
に対す るMrs.Gerethの嫌悪 を考慮 に入 れれば、 この 「軍事行動」 は異族 の
血 液がGereth家に混入す る ことへ の恐 怖ゆえ に行 なわれた とも考 え られ る。
「軍事行動 」 を終え た後 の 「Mrs.Gerethの興奮」(SP50)は、 「処罰 され
る犯罪 の年 代記 の中で称え られ るいか なる犯罪 とも同 じぐらい立 派な一撃」
(SP50)を行 なった ことの満足感か ら生 まれて い る。 つま り、Mrs.Gerethの
「軍事行動」 は、歴史 に残 る攻撃 なのであ る。異人種 との混血 恐怖 、「軍事行
動」、 そ して 歴史 に残 る攻撃 を結 び付 けると、 ナ チス の反 ユ ダヤ主 義が見え
て くる。 ヒ トラーは、 『わが闘争』(1925-27)の中で、 いか にユ ダヤ人 との
混血 が ドイ ッ民族 を堕 落 させ るか を訴 えてい る 「人種 的壊敗[ユ ダヤ
人 と ドイッ民 族 との混血]が わが ドイッ民族 の最後 のアー リア的価値 をいか
に下落 させ、 その うえ往々 にして文 化の担い手た る国民 としてのわれわれの
力 が ます ます は っき りと後退 して い るか … を考 えて ほ しい」(ヒ トラー
[下]242)。ヒ トラーを焦 らせてい るのは、 ユ ダヤ人 と ドイッ民族 との混合
によるユ ダヤ人 の無徴化の速度で ある。 ドイッ民族 とユダヤ人 とを区別で き
な くなれば、優等人種 としての ドイッ民族の存在意義が消滅す る。 それゆえ、
ユダヤ人 は、 ユ ダヤ人 と して識別 されなけれ ばな らない。
ユ ダヤ人 としての徴 が特 定 されないユ ダヤ人 が現れ る ことは、19世紀末
の ヨー ロ ッパ に と って も脅威 で あ った。1896年の イギ リスの雑 誌 、The
NineteenthCenturyは、 ユ ダヤ人 ら しか らぬユ ダヤ人 に当惑 して いる記事 を
掲載 してい る。
They [The New  Jews] will continue to practice their policy of abstention. 
They will not crystallise into parliamentary parties, and their most likely 
fate is to get swamped by the orthodox Jews. The sooner this will happen 
 the. better. In this well-knit and plastic Europe of ours we do not need
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セ ンスの有無が優等種族か劣等種族かを決定す る。 この歪 んだイデオロギー
はSPに おいて反 ユ ダヤ主義 に代表 され る異人種排除 とな って表 れた。 ポイ
ン トン邸 をめ ぐってセ ンスが欠 けた者が異人種 と して断定 され る異様 な人種
主義が発生 していたとい うことを考慮 に入れ るな ら、世紀転換期のイギ リス
はナチズム人 種論 の胚珠 を宿 して いたと言 うことがで きる。既述 の よ うに、
Mrs.Gerethは、審美感覚 に欠けている種族 に属 するMonaを異常者 と見 な し、
排 除 しよ うとす る。Mrs.Gerethは、Monaを排 除す るため の戦 いにお いて
Fledaとい う精神 的同盟者 を得 る ことに成功 してい る。 このよ うに、 審美感
覚 は、 それ が欠 落 して い る者 を悪 の立 場 に置 くので あ る。FledaとMrs.
Gerethは審 美主義 に基 づいて 同盟 関係 を結 んで い るので、 美 の至宝 であ る
「十字架」 を死守 しなければな らない。
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